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本
会
顧
問
中
原
与
茂
九
郎
京
都
大
学
名
誉
教
授
に
は
、
去
る
三
月
二
十
七

日
未
明
、
脳
内
出
血
の
た
め
、
自
宅
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
八
十
七
歳
、
あ

と
二
十
日
で
満
八
十
八
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
先
生
は

西
暦
千
九
百
年
の
お
生
れ
で
あ
り
、
二
千
年
を
迎
え
る
こ
と
を
目
指
す
『
三

世
紀
会
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
な
お
嬰
鎌
と
し
て
お
ら
れ
た
が
、
天
命
と

あ
っ
て
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
次
第

で
あ
る
。

　
先
生
は
倉
敷
市
の
御
出
身
、
岡
山
中
学
校
、
第
六
高
等
学
校
を
経
て
、
大

正
十
四
年
三
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
（
西
洋
史
学
専
攻
）
を
御
卒

業
、
た
だ
ち
に
文
学
部
副
手
を
嘱
託
さ
れ
た
が
、
翌
大
正
十
五
年
三
月
、
新

設
の
広
島
高
等
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
や
が
て
昭
和
四
年
五
月
よ
り
同

五
年
九
月
ま
で
、
ア
ッ
シ
リ
ア
学
研
究
の
た
め
文
部
省
留
学
生
と
し
て
オ
ヅ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
、
A
・
H
・
セ
イ
ス
お
よ
び
S
・
ラ
ン
グ
ド
ソ

の
両
碩
学
の
指
導
の
下
に
、
ア
ッ
シ
リ
ア
学
・
シ
ュ
メ
ー
ル
学
の
研
鑛
を
つ

ま
れ
た
。
こ
の
留
学
は
、
セ
イ
ス
教
授
と
浜
田
耕
作
教
授
と
の
推
薦
に
よ
る

も
の
で
、
こ
れ
ら
三
先
生
の
学
恩
は
先
生
の
終
生
説
い
て
倦
ま
れ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
四
年
八
月
広
島
大
学
教

養
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
間
も
な
く
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
母
校
京
都
大
学

に
お
い
て
ア
ッ
シ
リ
ア
学
・
シ
ュ
メ
ー
ル
学
の
後
継
者
を
育
成
せ
ん
と
の
熱

情
に
燃
え
て
、
京
都
大
学
教
養
部
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
爾
来
昭
和
三

十
八
年
四
月
十
六
日
に
定
年
退
官
さ
れ
る
ま
で
十
二
年
間
、
西
洋
史
担
当
の

草
創
期
教
養
部
教
授
と
し
て
同
部
の
充
実
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
一
方
、
文

学
部
と
大
学
院
文
学
研
究
科
に
お
い
て
特
殊
講
義
と
シ
ュ
メ
ー
ル
語
講
読
を

担
当
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
あ
た
ら
れ
た
。
最
初
の
講
読
の
時
間
に
、
旧

陳
列
館
二
階
西
側
の
小
教
室
に
学
生
の
数
に
も
増
し
て
故
貝
塚
茂
樹
教
授
、

佐
藤
長
助
教
授
、
佐
藤
圭
四
郎
助
手
な
ど
の
先
生
方
が
出
席
さ
れ
て
、
シ
ュ

メ
ー
ル
語
学
と
ア
ッ
シ
リ
ア
学
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
興
味
と
関
心
と
、
斯

学
の
京
都
大
学
文
学
部
に
お
け
る
再
出
発
に
祝
意
を
表
わ
さ
れ
た
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
学
生
に
強
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
想
起

さ
れ
る
。
先
生
の
京
都
大
学
御
在
任
半
ば
の
昭
和
三
十
二
年
に
故
足
利
黒
氏

教
授
を
会
長
、
宮
崎
市
定
教
授
を
副
会
長
と
し
て
、
「
西
南
ア
ジ
ア
研
究
会
」

が
発
足
、
会
誌
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
、
先
生
も
足
利
・
宮
崎
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両
先
生
と
並
ん
で
「
西
ア
ジ
ア
学
の
発
祥
」
と
題
し
て
、
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
ク
ウ
イ
ソ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
A
・
H
・
セ
イ
ス
教
授
の
京
都
帝
国
大

学
文
科
大
学
に
お
け
る
大
正
六
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
六
回
に
わ

た
る
瀞
・
特
別
講
義
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お
け
る
初
期
佐
罠
の
言
語
と
文
学
」
に
つ

い
て
手
記
を
寄
せ
ら
れ
、
セ
イ
ス
・
浜
田
両
先
生
の
文
章
の
ほ
か
、
故
新
村

出
先
生
の
文
を
も
引
用
し
て
、
此
の
記
念
す
べ
き
事
業
に
後
進
の
注
意
を
促

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
退
官
さ
れ
る
と
直
ち
に
立
命
館
大
学
文
学
部
に
大
学
院
担
当
教
授
と
し
て

迎
え
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
後
進
の
指
導
に
つ
と
め
ら
れ
た
。
晩
年
は

広
島
市
上
訴
に
居
を
構
え
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
ら
れ
、
先
生
の
広
島
再

住
を
機
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
に
結
成
せ
ら
れ
、
主
と
し
て
広
島
大
学
と
京

都
大
学
に
お
い
て
開
か
れ
る
「
シ
ュ
メ
ー
ル
研
究
会
」
と
、
以
文
会
へ
の
出

席
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
。

　
先
生
は
、
セ
イ
ス
、
浜
田
両
先
生
の
間
の
大
正
六
年
に
遡
る
国
際
的
交
流

の
あ
か
し
で
あ
る
、
京
都
帝
国
大
学
所
蔵
の
ウ
ル
第
三
王
朝
蒔
代
の
シ
ュ
メ

ー
ル
語
文
書
の
公
刊
（
剥
げ
。
ω
庫
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①
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ρ
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）
と
文
部
省
派
遣
留
学

生
と
い
う
、
当
蒋
と
し
て
は
最
も
輝
か
し
い
学
問
的
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た

が
、
我
が
国
に
お
け
る
ア
ヅ
シ
リ
ア
学
・
シ
ュ
メ
ー
ル
学
研
究
の
創
始
者
・

開
拓
老
と
し
て
の
先
生
の
歩
み
は
、
開
拓
者
の
常
と
し
て
、
ま
し
て
や
模
形

文
字
に
よ
る
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
史
研
究
と
い
う
、
文
明
国
と
し
て
は
な
お

ざ
り
に
で
き
な
い
研
究
領
域
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
分
野
に
踏
み
込

む
だ
け
で
奇
人
あ
つ
か
い
を
さ
れ
か
ね
な
い
研
究
領
域
を
、
戦
前
の
我
が
国

の
土
壌
に
根
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
困
難
に
み
ち
た
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
研
究
対
象
は
時
代
的
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王

朝
期
か
ら
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
・
ウ
ル
第
皿
王
朝
を
経
て
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
蒔

代
ま
で
、
分
野
的
に
は
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教
・
思
想
の
問
題
か
ら
社

会
経
済
に
至
る
ま
で
、
言
語
的
に
は
ヘ
ブ
ラ
イ
謡
・
カ
ナ
ン
語
ま
で
拡
が
る

の
も
、
先
生
の
関
心
の
広
さ
を
物
語
る
と
同
時
に
、
数
少
な
い
本
格
的
ア
ッ

シ
リ
ア
学
研
究
者
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
先
生
の
学
問
的
業
績
の
最
高
揚
期
は
昭
和
三
十
三
、
四
年
か
ら
昭
和
四
十

三
年
ま
で
、
先
生
五
十
八
、
九
歳
か
ら
六
十
八
歳
に
い
た
る
十
年
で
あ
ろ
う
。

京
大
教
養
部
蒔
代
に
は
初
期
王
朝
期
か
ら
ア
ッ
カ
ド
時
代
に
か
け
て
の
行
政

・
経
済
文
書
、
特
に
土
地
制
度
に
関
連
す
る
優
れ
た
個
別
研
究
が
相
つ
ぎ
、

さ
ら
に
後
半
に
あ
た
る
立
命
館
時
代
に
は
、
初
期
王
朝
期
皿
期
末
期
に
属
す

る
ラ
ガ
シ
ェ
文
書
を
遡
っ
て
、
初
期
王
朝
期
－
期
と
さ
れ
て
き
た
ウ
ル
の
古

拙
文
書
、
ジ
ャ
ム
デ
ッ
ト
・
ナ
ス
ル
期
文
書
、
さ
ら
に
は
都
市
文
明
創
始
期

の
ウ
ル
ク
末
期
の
古
拙
文
書
へ
の
親
灸
に
基
く
独
創
的
研
究
が
踵
を
接
し
、

シ
ュ
メ
ー
ル
史
学
に
新
し
い
地
平
を
拓
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
典
的
な
神

殿
経
済
論
に
捉
わ
れ
ず
に
、
ウ
ル
ク
文
書
等
か
ら
原
史
誌
代
に
世
俗
的
支
配

権
を
行
使
す
る
支
配
考
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
、
ウ
ル
の
古
拙
文
書
か
ら
灌

概
・
軍
事
両
組
織
の
頂
点
に
立
つ
支
配
者
像
を
抽
幽
し
た
も
の
で
、
シ
ュ
メ

ー
ル
都
市
国
家
の
行
政
経
済
文
書
の
史
料
価
値
を
原
史
時
代
に
ま
で
遡
ら
せ

て
再
認
識
さ
せ
る
業
績
で
あ
り
、
日
本
シ
ュ
メ
ー
ル
史
学
は
こ
こ
に
独
自
の

ス
タ
ン
ド
・
ポ
イ
ン
ト
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
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「
シ
ュ
メ
ー
ル
研
究
会
」
発
足
の
六
年
後
、
先
生
の
英
文
著
書
日
冨
Q
D
午

旨
。
ユ
導
8
筈
δ
伴
。
。
・
：
（
既
出
）
刊
行
の
五
十
一
年
後
、
教
え
子
の
一
人
で
あ

る
広
島
大
学
文
学
部
言
語
学
研
究
室
吉
川
守
教
授
を
図
臼
8
同
と
す
る
欧
文

専
門
誌
諺
。
融
ω
虹
ヨ
巽
9
0
α
q
8
ρ
が
発
刊
さ
れ
、
そ
の
第
一
号
が
日
本
に
お

け
る
ア
ッ
シ
リ
ア
学
誕
生
五
十
年
を
記
念
し
て
、
深
い
感
謝
と
誇
り
の
意
を

こ
め
て
先
生
に
捧
げ
ら
れ
た
。
寄
稿
者
八
名
中
、
直
接
先
生
に
教
え
を
受
け

た
老
、
吉
川
・
山
本
・
前
川
の
型
名
、
三
名
お
よ
び
同
じ
く
最
初
の
教
え
子

の
一
人
小
野
山
節
教
授
に
教
え
を
受
け
た
も
の
、
五
味
・
前
田
・
大
江
の
三

名
、
他
に
、
シ
ュ
メ
ー
ル
研
究
会
結
成
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ア
ッ
シ
リ

学
研
究
者
二
名
が
あ
っ
た
。
此
の
年
誌
は
本
年
で
十
号
に
達
し
、
諸
外
国
の

高
名
な
研
究
老
の
寄
稿
も
相
つ
い
で
お
り
、
ア
ッ
シ
リ
学
・
シ
ュ
メ
ー
ル
学

の
国
際
性
の
中
で
誕
生
し
た
我
が
国
の
斯
学
が
五
十
年
を
経
て
、
個
別
研
究

の
領
域
で
圏
際
的
研
究
水
準
に
達
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
積
極
的
に
斯
学
の

進
展
に
審
与
し
う
る
段
階
に
達
し
た
こ
と
の
証
左
と
し
て
先
生
の
最
も
欣
快

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
先
生
は
お
若
い
藤
代
か
ら
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
御
家
族
も
そ
う
で

あ
る
の
で
、
葬
儀
は
三
月
二
十
八
日
、
広
島
市
内
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
流

川
教
会
に
お
い
て
先
生
が
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
山
根
撰
三
牧
師
の
司
式

に
よ
り
、
厳
粛
に
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
知
人
や
教
え
を
受
け
た
人
々
も

参
集
し
て
、
と
り
行
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
　
茂
　
記
）
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